社会福祉法人高松市社会福祉協議会離島生活支援事業実施要綱

（目　的）

　第１条　この要綱は、離島で生活する高齢者や障害者に対して、社会福祉法人高松市社会福祉協議会（以下「本会」という。）と、当該地域の地区社会福祉協議会（以下「地区社協」という。）との連携・協力により、移動困難者に対する移動支援サービス（以下「移動支援サービス」という。）および日常生活支援サービス（以下「生活支援サービス」という。）を提供することにより、住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための環境づくりを促進することを目的とする。

（実施対象地域）

第２条　この事業の対象地域は、高松市女木地域および男木地域とする。
（事業主体と経費）

第３条　この事業の実施主体は、当該地域の地区社協とする。

２　事業に必要な経費は本会の負担とし、事業費交付申請書（様式１－１）に実施計画書・収支予算書（様式１－２）を添えて、本会会長（以下「会長」という。）に提出しなければならない。

３　会長は、前項の規定による申請書を受理したときは、その内容を審査の上、適当と認めたときは事業費を交付する。

　（利用対象者）
第４条　この事業の利用対象者は、第２条に定める対象地域に居住し、移動手段を持たないことや身体状態の悪化などの理由により、食料品や生活用品等の買物や日常生活に支障がある高齢者および障害者とする。
　（サービスの内容）
第５条　この事業で行うサービスの内容は、次の各号のとおりとする。
（1） 移動支援サービス
　　　　本会所有の自動車を使用して、地域の支援者による運転・介助により、利用者の自宅と買物をする店舗等の間を送迎するもの。
（2） 生活支援サービス
　　　　原則として利用者の自宅敷地内において、ごみ出しや家具の移動、電球の交換、庭の草抜きなど、利用者の身の回りの困りごとに対して、地域の支援者による手助けを行うもの。
（3） 前２号に定めるもののほか、当該地域に居住する高齢者や障害者の在宅生活を維持するために地区社協会長が必要と認める支援活動。
　（利用回数および時間）

第６条　移動支援サービスおよび生活支援サービスの利用回数および時間等は、地域の事情、利用対象者数、利用者の生活状況等を考慮して地区社協会長が決定する。

　（利用者負担）

第７条　移動支援サービスの利用者負担は、無料とする。

２　生活支援サービスの利用者負担は、その作業内容に応じた金額を地区社協会長が定める。
　（申　込）

第８条　第５条に定めるサービスの利用を希望する者は、事前に、地区社協会長に対して、その定める様式により申し込むものとする。

２　前項の申し込みを受けた地区社協会長は、内容等を確認し、適当と認められる場合にサービス等を提供するものとする。
　（報　告）

第９条　支援者がサービス提供に従事したときは、地区社協会長が定める実績報告書等を翌月の５日までに地区社協会長に提出するものとする。

　（費用弁償）

第１０条　地区社協会長は、前条の実績報告書等の内容を確認後、第５条に定める事業に従事した地域の支援者に対し、当月分の費用弁償額を請求後３０日以内に支払うものとする。なお、費用弁償額およびその請求に使用する様式等については、地区社協会長が別に定める。
　（安全配慮）

第１１条　第５条に定めるサービスに従事する者は、車両の運行や利用者の所有物を扱う際には、安全配慮に努めるものとする。

　（交付金の返還）

第１２条　会長は、活動内容、予算の執行等がこの要綱に違反し、または適当でないと認めたときは、交付金の全部または一部の返還を命ずることができる。

　（交付金の精算報告）

第１３条　第３条の規定により事業費の交付を受けた地区社協は、事業終了後、速やかに実施報告書・収支決算（様式２）を会長に提出するとともに、精算の結果、残金が生じた場合は、返還しなければならない。

　（その他）

第１４条　この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、会長、地区社協協議して決定するものとする。
　　附　則

　この要綱は、平成２６年６月１日から施行する。

様式１－１（第３条関係）

令和　　年　　月　　日

高松市社会福祉協議会会長　　様

地区社会福祉協議会

会　長　　　　　　　　　　　
令和　　年度離島生活支援事業費交付申請書
　離島生活支援事業実施要綱に基づき、次のとおり事業を実施したいので、事業費を交付されるよう申請します。

記

１　助成申請額　　　　　金　　　　　　　　　　　円也

２　添付書類

　　(1)　事業実施計画書

　　(2)　収支予算

様式１－２（第３条関係）

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　地区社会福祉協議会

令和　　年度離島生活支援事業実施計画書
１　実施計画項目
　（1）
　（2）
　（3）
２　実施予定
名　称　　　　　内容（実施予定回数・利用見込人数等）

　（1）
　（2）

（3）

収　　支　　予　　算　　　　　　　（単位：千円）
	収　　　　　入
	支　　　　　出

	科　　目
	予　算　額
	科　　目
	予　算　額

	市社協交付金
	
	
	

	合　　計
	
	合　　計
	


様式２（第１３条関係）
令和　　年　　月　　日

　　　　　地区社会福祉協議会

令和　　年度離島生活支援事業実施報告書
１　実施項目
　 （1）
（2）
（3）

２　実施内容

名　称　　　　　内容（実施回数・利用人数等）

　（1）

　（2）

（3）

収　　支　　決　　算　　　　　　（単位：円）
	収　　　　　入
	支　　　　　出

	科　目
	予算額
	決算額
	科　目
	予算額
	決算額

	市社協交付金
	円
	円
	返還金
	円
	円

	合　計
	
	
	合　計
	
	


様式１－１（第３条関係）

令和　　年　　月　　日

高松市社会福祉協議会会長　　様

○　○　地区社会福祉協議会

会　長　　○　○　○　○　　
令和元年度離島生活支援事業費交付申請書
　離島生活支援事業実施要綱に基づき、次のとおり事業を実施したいので、事業費を交付されるよう申請します。

記

１　助成申請額　　　　　金　　○○○○○○○　円也

２　添付書類

　　(1)　事業実施計画書

　　(2)　収支予算

様式１－２（第３条関係）

令和　　年　　月　　日


　　○　○　　地区社会福祉協議会

令和元年度離島生活支援事業実施計画書
１　実施計画項目
　（1）移動支援サービス（買物支援）
　（2）

　（3）
２　実施予定

名　称　買物支援サービス　内容（実施予定回数・利用見込人数等）

　（1）軽自動車で利用者と買物をする店舗や診療所等の間を送迎する。
　（2）毎週２回、１４時から１６時の運行（２往復）
（3）利用回数は、一人当たり月４回程度。利用見込人数は、５名程度。
収　　支　　予　　算　　　　　　　（単位：千円）

	収　　　　　入
	支　　　　　出

	科　　目
	予　算　額
	科　　目
	予　算　額

	市社協交付金

地区社協繰入金
	200
10
	消耗品
燃料費

実費弁償費

運送費
	10
70

120

10

	合　　計
	210
	合　　計
	210


様式２（第１３条関係）

令和　　年　　月　　日


　○　○　地区社会福祉協議会

令和元年度離島生活支援事業実施報告書
１　実施項目

　 （1）移動支援サービス（買物支援）
２　実施内容

名　称　買物支援サービス　内容（実施回数・利用人数等）

　（1）軽自動車で利用者宅と買物をする店舗などの間を送迎する。
　　　 運行は、毎週２回、１人当たりの利用回数は月４回とする。

　（2）実施回数　２９回　　登録人数　８人　　延べ利用者数　３４人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細は別紙のとおり）　　　

収　　支　　決　　算　　　　　　（単位：円）

	収　　　　　入
	支　　　　　出

	科　目
	予算額
	決算額
	科　目
	予算額
	決算額

	市社協交付金
地区社協繰入金
	200,000
10,000
	200,000
10,000
	消耗品

燃料費

実費弁償費

運送費

	10,000

70,000

120,000

10,000
	12,404
31,396

21,000

145,200

	合　計
	210,000
	210,000
	合　計
	210,000
	210,000


５月末までに


ご提出ください。





記入例





記入例





事業完了後、速やかにご提出ください。





記入例
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